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「ことばを並べてみよう！」  日本語日本文学科 荒尾禎秀 
 
１. 「辞書」は、集めた言葉を分類して並べたものである。その分類、並
べ方にはどのよ 
うな方法（原理）があるだろうか。 
 これは辞書の種類分けにも関係してくる。日本で刊行されている辞書は
例えば次のように分けられる。（1）国語辞書、（2）漢和辞書、（3）対訳辞
書、（4）外国語辞書、（5）特殊辞書、（6）百科事典。これは目的が違うと
言ってしまえばそれだけのことであるが、仕立て方という観点からは、ど
ういう言葉を、どういう順序で、どういう文字を使って、配列しているか
が違う。 
 「どういう言葉」を、ということについては、大袈裟に言えば森羅万象
に対する言葉を集めたものと、限定した範囲の言葉を集めたものとがある。
前者は普通の辞書・事典である。もちろんページ数の関係で所収語の数は
制限される。後者はあるジャンルの言葉を集めた特殊（専門）辞書で近年
その数は多い。もともと辞書というものの成立を考えると、この後者が起
源であろう。その昔、仏典を読みながら、重要な語や、難しい語、分から
ない語などの発音や意味を順次書きとめていったものは「音義書」と呼ば
れるが、そのようなものが辞書の原型であろう。これは、言い換えれば単
語帳である。中学・高校で英語を学んだ時に作った単語帳も同類である。
幾種類かの単語帳を集めてひとまとめにすれば大きな辞書になる。ただ、
この際、出現順に語を並べるより、全体を或る原理で配列した方が機能性
を増す。その原理が「どういう順序で」ということである。 
 「どういう順序で」ということは、前記の（1）から（6）の辞書のそれ
ぞれに述べるべきことがあるが、ここでは（1）の国語辞書に限定して考
えてみる。ここでの国語辞書というのは、検索のための見出し語が一定の
順序で並んでいて、その語についての漢字表記あるいは意味が得られるよ
うにした辞書である。その見出し語の配列は今の我々にとっては、語を構
成している音の順序（より正しくはその音を示す文字の順序だが）と考え
るのが普通であろうが、日本語の辞書の歴史をみると少し違う。（逆引き
辞書というのが日本語についても複数刊行されているが、今その類は話題
から除く。） 
 日本の国語辞書は平安時代に作られた『色葉字類抄』が最古とされてい
る。その後、室町時代には『節用集』と呼ばれる国語辞書ができ、その流
れは江戸時代に至る。室町時代と江戸時代の大きな違いの一つは、写本か
版本（板を用いて印刷をした本）という違いである。江戸期の『節用集』
はいろいろ工夫をして改編されていく。それは明治期にも及ぶ。ここまで
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の国語辞書の見出し語の配列は、現代と大きく違う。単語をまず第一音節
別に分類したうえで、意味グループで分類する。例えば「い」から始まる
語を集めて、その中を天地に関係する語、動物に関係する語、器財に関係
する語というように下位分類する。江戸中期以降の改編された『節用集』
はこれをさらに引きやすく工夫をしている。現代の国語辞書は、全音節を
五十音順にして配列する。専らそれだけである。 
 ここで特に注目されるのは、分類の第一原理が「いろは」分けから「五
十音」順に変わった点である。 
1889（明治二十二）年から三年かけて出版された大槻文彦の作った『言
海』はそれまで普通だった見出し語の配列方法を変えた。平安以来の「い
ろは順」を『言海』は「五十音順」にした。ここに示した歴史は概略であ
るが、この「いろは順」から「五十音順」になったことには、二つの大き
な特徴的な事実を指摘できる。 
 一つは、配列方法が歴史的にみて変わったということ。もう一つは、日
本語の場合は配列方法が複数あるということ。このことは同じことのよう
だが違う。共時的に見れば配列方法は一種類であるが、通時的に見れば二
種類であるということである。さらには論理的には共時的にも二種類の配
列方法が採りうる、ともいえる。 
このことは、単純なことのようであるが、実は重大なことではないかと
考える。というのは、例えば英語圏の英語辞書、すなわちその言語の「国
語辞書」にはアルファベットの配列以外はないのではないか。なぜなのか。
日本語はこのことについて威張ってもいいことなのではないか。しかし中
国語の場合は、「国語辞書」は部首・画数式、四角号碼式、ピンイン式と
三つの配列方法があることを考えると、そうもいかないのか。実は日本語
の場合と中国語の場合とでは、事情が違うと考える。英語や日本語は音に
よる配列であり、中国語も音に限定すれば、韻書を別にして、ピンイン方
式しかない。それゆえ、日本語では音による配列方法が二種類あるという
この事実は、言語の類別ともかかわるが、非常に興味深いことであり、注
意してよいことである。 
なお、過去に外国人が編んだ日本語の辞書として、室町末期にキリシタ
ンが編んだ『日葡辞書』と明治期のヘボンによる『和英語林集成』がある
が、これは見出し語がローマ字綴りであり、アルファベット順になってい
る。 
また、今でこそ問題はないところであるが、いろは歌には「ん」がない
ので、歴史的には、いろは引きにせよ五十音引きにせよ、国語辞書では「ん」
を含む語の配列位置が問題となりうる。『言海』は「ん」を「む」の次に
位置させたのはその苦悩のあらわれであった。 
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２. 現代の国語辞書は「あ」から始まり「ん」で終わるが、その真ん中は
何であろうか。 
辞書の本文のページ部分をつかねて、バッとその半分のところで分けた
時、そこはどの 
ような見出し語の頁であろうか。 
現代語辞書は小型のものが普通であり、中型、大型のものは古語を含む。
今現代語に限定された辞書を話題にするが、そもそも現代語の国語辞書は
凡そ何ページぐらいあるのだろうか。そのページの半分の位置にある見出
し語は五十音の何から始まる語であろうか。辞書によるが、多くは 1500
頁前後で、2000ページにはいかないだろう。 
ところで、辞書にはページ数を示す数字がついているものが普通である
が、利用者にとって、このページ数の数字というのは必要なのだろうか。
五十音やアルファベットで引く以上はページ数を使う場面がない。大型辞
書ではあるが『大辞林』にはページ数が打たれていない。ないより有った
ほうが便利なことがあることは予想されるが、落丁を防ぐなどの印刷屋の
事情を別にすれば、本質的にはいらないのではないか。（そう考えると、
小説もページは要らない。ページ数が必要な本はどういうものか。たとえ
ば漢和辞書にはページ数は必須であろう。この話題は措く。） 
 本題に戻り、1500 頁ほどの現代国語辞書の本文の真ん中であるが、大
体「サ行」の後半、「せ」「そ」あたりが普通であろう。 
 なぜそのようなことを話題にするかといえば、五十音図の真ん中は「ナ
行」であることと大きくずれている事情が、日本語の語彙の分布と関係し
ているからである。 
 五十音図は、現代語では「ヤ行」「ワ行」の音に欠けているところがあ
るから、それを補正したにしても、どのような音から始まる語が多いかを
考えると、どうも五十音の前半の方が後半より多いと考えざるを得ない。 
これは、「ヤ行」「ワ行」の問題の他、日本語の歴史的事情により「ラ行」
から始まる和語が現代語でもきわめて少ないこと、さらに「ナ行」「マ行」
から始まる語が少ないことによる。いちいち、行別の所収語を調査しても
わかるが、大槻文彦の『言海』の巻末にある「言海採収語・・・・・類別表」
というのによっても、このことがわかる。このような偏りについても、辞
書はいわば語彙論的所産としての一面を見せる。英語の辞書であれ、スペ
イン語の辞書であれ、中国語や朝鮮語であれ、その真ん中の語というもの
は注目してよい。 
ところで、1892（明治二十五）年に、『言海』からわずかに遅れて『日
本大辞書』という国語辞書ができた。この辞書の真ん中は「こく～」であ
る。『言海』の真ん中は「せつ～」 
であるから、『日本大辞書』はずいぶん偏った辞書だといわねばならない。
この辞書の作者は言文一致運動で有名な、小説家の山田美妙である。西欧
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の辞書に倣い、近代的な体裁と内容を備えた『言海』の評判がすこぶる高
いことから、山田美妙は速記者を使って同類の辞書を編もうとし、まさに
それは実現した。しかし、速記で為したゆえか五十音の初めのほうの部分
に比して、のちは次第に駆け足状態となり、竜頭蛇尾のようなことになっ
たといわれる。結果、本文の半分にあたる位置がこのようなことになって
しまった。『日本大辞書』は東京語のアクセントを始めて付した辞書とし
て評価してよいのだが、辞書史的な観点からも、辞書を国語史、語彙史の
資料として使う立場からも、あまり扱われない。「へそ」の位置を間違え
た、へそ曲がりの辞書であるからであろうか。 
 なお、国語辞書の初めの見出し語は「あ」であるが、最後の見出し語は
何か。今のところ「んーん」（『三省堂国語辞典』第七版）とされる。この
平仮名と平仮名との間に長音符号を挟み込んでいる見出し語の表記は、内
閣告示「現代仮名遣い」の対象外のところであり、フライングすれすれで
セーフなのかもしれないが、やや気にかかる。 
 
３. 「一発あけゲーム」の勧め。 
辞書で遊ぶことはいろいろ考えられるが、国語辞書に限らず、英和辞書
にしても、目的のことばを一回で開いてみる、という遊びは面白い。「じ
しょ」という語を引こうとするとき、大体このあたりだろうと見当をつけ
て、エイッと開ける。違っていれば、そこからもう一度、エイッ。何度で
たどり着けるか。自分でそのように、辞書を引くことをゲーム化してみる
と、（経験的には）結構楽しい。辞書を引くのが楽しいだけでなく、そう
するうちに早く引けるようにもなる。是非試して、実践してみてほしい。
辞書の意外な面白さを知るであろう。 
 
 
